
令和 8 年度国民スポーツ大会 

沖縄県ソフトテニス競技選考会 

・成年男子 

 

１．選考会日程（日時・会場） 

・一次選考会   令和 8 年 5 月 16 日（土）・17 日（日）東風平運動公園庭球場（仮） 

 ・最終選考会   令和 8 年 6 月 27 日（土）・28 日（日）県総合運動公園庭球場 

           

２．選考会参加基準 

 （1）一次選考会 

○沖縄県内在住者及び県外大学生 

令和 8 年 3 月 8 日開催の第 60 回タイムス杯一般の部ベスト 8 以上の成績 

    ○沖縄県外在住者 

 令和 7 年 4 月から令和 7 年度選考会実施の日までに開催される各地区選手権大 

会ベスト 32 以上の成績 

       ○新大学 1 年生 

   令和 7 年度の全国インターハイベスト 32 以上の成績 

     令和 8 年 3 月 8 日開催の第 60 回タイムス杯一般の部ベスト 8 以上の成績 

 （2）最終選考会 

○一次選考会通過者 

    ○沖縄県外在住者 令和 7 年 4 月から令和 8 年度一次選考会実施の日までに、各

地区で開催される選手権大会ベスト 16 以上の成績 

    ○監督推薦者   2 名 

  

※各地区→関東地区、関西地区、九州地区（都道府県単位ではない） 

  ※参加基準大会のタイムス杯でベスト 8 以上に国民スポーツ大会成年の部の対象とな

らない選手が入った場合、繰り上げ補充は行わない（例：中学生や高校 2 年生がベ

スト 8 以上の場合）。 

 

３．一次選考会 

  シングルス及びダブルス（リーグ戦）で前衛、後衛を複数名選出するが、申込者数確

定後に、通過者数を事前にホームページにてお知らします（最終選考会からの参加者数

も不明のため）。 

前衛、後衛に分かれてシングルスによる予選会を実施。 

初日の土曜日にシングルス予選会を行い、二日目の日曜日に、初日通過者によるダブ

ルス予選会を実施。 

  

 



 

４．最終選考会（リーグ戦） 

 一次通過選手と最終選考から参加の選手（前衛後衛含めて 8 人）でシングルスまたはダ

ブルスのリーグ総当たり戦を行い強化部の選考により選手を連盟役員会へ提出する。 

  

※国民スポーツ大会は、2 ダブルス 1 シングルスで行うので前衛後衛にかかわらず、個人

個人の能力を総合的に判断できる為、シングルスの強い選手を重要視している。 

 

※選手決定は最終選考の内容を見て判断。（別紙_国民スポーツ大会選考基準参照） 

 

※最終選考は基本的に上記日程にて行うが、県外にいる沖縄出身の選手と日程を調整して

行う場合もある。 

 

５．選手内定者 

  屋比久 大夢（日本体育大学）令和 7 年度関東ソフトテニス選手権大会    準優勝 

  福地 想楽（熊本学園大学）令和 7 年度九州学生ソフトテニスシングルス大会 優勝 

 

６．選考者数 

  選手５人（内定者含む）、補員１人 

 

７．参加申し込み提出期限 

 令和 8 年 5 月 11 日（月） 

 提出先：沖縄県ソフトテニス連盟 

  FAX：098-996-5078  E-mail：info@softtennis-okinawa.com 

ダブルスでの申し込みではなく、１人ずつの申し込みとなります。 

申込書の備考欄に戦績もご記入下さい。 

○参加料：.1 人 一般：2,000 円、大学生：1,500 円（選考会当日支払い） 

○受付時間等 

 各予選日とも以下の時間とする。 

 受付時間  8：30   試合時間  9：00 

 

※最終選考会からの参加基準を満たす方及び選手内定基準を満たす方も上記の

申込までに一次選考参加者と同様の期日で申込を確実に行うこと。 

 

８．問い合わせ先： 強化部長    田場 典善     090-4515-9271 

   成年男子監督  富田 正光     090-7456-3862 

      成年男子コーチ 細川 忠明 

 



 

別 紙 

 

令和 8 年度国民スポーツ大会選手選考基準について 

 

１．国民スポーツ大会選考において５人の選手を選考する。 

  シングルスの導入によりダブルス２本・シングルス１本での団体戦となっ

ているため、シングルスへの入替等も踏まえてメンバー構成を行う。 

 

 

２．選手選考基準については、基本的には最終選考（２日間）の勝率等・バラ

ンス・チーム力を勘案した上で、監督・強化部スタッフが協議を行い連盟評

議員会の承認によって決定する。その際に過去の九州ブロック大会・国民ス

ポーツ大会に参加している選手が最終選考に残っている場合は、実績も考慮

して選手を選考する。 

 

３．選手に選考された方は、九州ブロック大会・国民スポーツ大会までに組ま

れた練習会へ特別な事情がない限りは、必ず参加すること。 

   

○下記基準を満たしたペア及び個人がいた場合は、次年度の選手として 

選考（内定）するものとする。 

 

☆ダブルス 

 ○全日本選手権        ベスト 16 

 ○東日本・西日本選手権    ベスト 8 

 ○全日本大学選手権      ベスト 16 

 ○東日本・西日本大学選手権  ベスト 8 

 ○関東・関西学生選手権    ベスト４ 

☆シングルス 

 ○全日本選手権        ベスト 16 

 ○全日本大学選手権      ベスト 16 

 ○東日本・西日本大学選手権  ベスト 8 

 ○関東・関西学生選手権    ベスト４ 

 

※上記大会と同等と認める大会で、上位の結果を出した場合は、選考（内定）

する場合がある。 


